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119 Cannon Workshops, 3 Cannon Drive, 
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www.trivandi.com

Paul May
Executive Director
+44 20 7538 5404
paulmay@trivandi.com

Trivandi Limited   

Trivandiは大規模イベント、スポーツ大会やレジャーの企画から実施、運営のアドバイスを行います。
創立は2013年、ロンドンオリンピック組織委員会（LOCOG）で会場及びインフラストラクチャー部門の上層部
リーダーを務めたメンバーが集まり立ち上げました。
ロンドンオリンピック2012のレガシーでもあるTrivandiは、ロンドン大会の実施・運営で培われた専門知識を
伝授し、この4年間、17カ国で業務を展開してきました。
グローバルスポーツイベントにおける実績:
2016年リオデジャネイロオリンピック：リオデジャネイロオリンピック組織委員会の幹部チームに、会場開発部
門への出向という形で、大会の計画作りと準備に関してアドバイスと指導を実施。さらには、オーバーレイ調
達プログラムに関する戦略的アドバイスと支援も行いました。
2014年コモンウェルスゲームズグラスゴー大会：Trivandiの役割は、戦略面における専門的アドバイスの提
供、オーバーレイプロジェクトの管理、会場管理、健康、安全のアドバイス、利害関係者の管理など。
2020年東京オリンピック：東京都および東京オリンピック・パラリンピック組織委員会に競技会場マスタープラ
ン、運営計画、競技会場概要および設計、ガバナンスに関してアドバイスと支援を提供。
これまでに携わった主な大会でアドバイスを提供したのは、2022年FIFAワールドカップカタール大会、エキスポ
2020ドバイ、2019年パンアメリカン・ゲームリマ大会、第50回スーパーボウル（サンフランシスコ）、2017年世界水
泳選手権（ブダペスト）、2016年UEFAチャンピオンズリーグ決勝（ミラノ）、第5回アジアインドア・マーシャルアーツ
ゲームズ（2017/アシガバード）など。その他にも、中国、オーストラリア、カタール、アブダビ、英国のプロジェクトで
会場実施に関するアドバイスを提供。
2012年ロンドンオリンピック・パラリンピック競技大会における実績:
Trivandiチームはロンドンオリンピック組織委員会で会場及びインフラストラクチャー部門の上層部リーダー
を務め、競技会場の企画・実施・運営を担当、入札から運営、組織解体までを経験しています。担当した競技会場
は全37会場の他、大会運営上極めて重要な役割を担った80余りの競技会場以外の施設。
Trivandiのメンバーは具体的に、会場マネジメント、会場設営・オーバーレイ、イベントサービス、オリンピックパーク
運営の各チームの業務で責任者を担当。実際に競技が行われるまで、競技会場の計画、実施、運営の全工程を
カバーしていました。

The Barn, Hall Farm House, High Street, 
Castle Donington. DE74 2PP UK

www.terraplas.com

Robert Else
Chairman
+44 13 3281 2813
relse@checkers-safety.com

Terraplas

掃除機といえばHoover、ティッシュペーパーといえばKleenex、そして芝の保護といえばTerraplas。それには理由が
あります。品質や性能に一切の妥協なし――Terraplasを使えば、最高の舞台が用意できます。データ：Terraplasシス
テムは25年以上使用可能。立証済みの耐久性にこれほど優れた製品は他にありません。
これで、ウェンブリー、プリンシパリティ、NSCオリンピスキ、FNB、マイアミ・マーリンズ、ルジニキの各スタジアムが（わ
ずかな例にすぎませんが）Terraplasを選んだ理由がお分かりいただけるのではないでしょうか？
イベントの種類も、開催地も関係ありません。Terraplasの製品は高品質な芝を大勢の観客やステージ、重機からしっ
かりと守る唯一のソリューションとして広く評価されています。
グローバルスポーツイベントにおける実績:
FIFAワールドカップ、EUROチャンピオンシップ、オリンピック、コモンウェルスゲームズ、ワールドユースデーなどのイ
ベントで、持続可能性を証明しました。
多目的利用されている、ほぼ世界中のナショナルスタジアムでTerraplasの製品が選ばれています。
ウェンブリースタジアム、プリンシパリティスタジアム、NSCオリンピスキ、FNB、マイアミ・マーリンズ、ルジニキスタジ
アム、その他にも数多くの米国のスタジアムが例外なくTerraplasの優位性を評価し、選択しています。
2012年ロンドンオリンピック・パラリンピック競技大会における実績:
Terraplasの製品は、ロイヤル・アーティラリー・バラックスの射撃競技会場や、マウンテンバイク競技のベース部分とし
て使用されました。
さらに、オリンピック会場の警察詰所および警備施設でも1万2,000m²に使用されました。

2015年ラグビーワールドカップイングランド大会における実績:
Terraplas製品の上にホスピタリティヴィレッジが設営されました。
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Bridport Road, Greenford, 
Middlesex UB6 8UA, UK

www.ultra-electronics.com

Chris Binsley
Strategy Director
+44 16 1946 7324
chris.binsley@ultra-electronics.com

Ultra Electronics Limited

Ultra Electronicsでは、防衛、宇宙、サイバー＆セキュリティ、輸送、エネルギーの各市場で独自性の高いソリュー
ションや製品を生み出せる専門性に特化した製品ラインナップを提供しています。
弊社が提供するシステムや対応力は、セキュリティ、インテリジェンス、サイバーマーケットの各分野が対象で、安全
な通信、ネットワーク、ハイスペックな暗号機、主要な管理システム、監視・情報収集システムに特化したものも含ま
れます。
弊社の総合的なホームランドセキュリティシステムは、重要な国家インフラを安全にネットワーク化することが可能で、
保全も充実、刻 と々変化する目の前の脅威に対してもしっかりと検知・監視・対策が行われます。
弊社のシステムは、2012年ロンドンオリンピックなど、英国で開催されてきた多くの大規模な大会や警備計画を連
携・管理するために使用されてきました。このような実績から、同システムは2019年ラグビーワールドカップや2020
年東京オリンピックのようなこれからの大会の支援にもお役立て頂けます。
グローバルスポーツイベントにおける実績:
メジャーなイベントや大きな事件、さらには通常の警備業務でも、高度な統合コマンド・コントロールや資源管理
の機能を提供するために、Ultraのシステムは幅広く活用されています。
2000年のミレニアム祝賀イベント、世界最大規模のフェアフォード空軍基地エアショー、多くの大規模な音楽の
コンサートやイベント、2005年のロイヤルウェディング、2012年ロンドンオリンピックなどのトータルな指揮統制
やプランニングなど多岐にわたります。
2012年ロンドンオリンピック・パラリンピック競技大会における実績:
2012年ロンドンオリンピックでは、英国内閣府緊急事態事務局に代り、国営レジリエンスエクストラネットな
ど広範な専門知識を持つ専門家を投入し、知識の共有や緊急時の対策、さらには、万が一の場合の現場の管
理方法を立案。その結果、オリンピック開催中には膨大な量の情報が集積され、関係各所やオリンピック担当
部署に対して効果的かつ確実な情報の提供ができました。
また、2012年に向けて、ヒースロー、ガトウィック、ルートンの各空港で空港運用システムの更新や、道路の信
号監視システムや車両優先のシステム、さらには、弊社の原子力緊急警報システムの一環として、配置可能な離
散型放射線検出器を提供しました。

26 Kingscliffe Gardens, 
London SW19 6NR, UK

www.truegoldcommunications.co.uk

Michael Cole
CEO and Cofounder
+44 75 0104 1797
michael@truegoldcommunications.co.uk

TrueGold Communications 

TrueGold Communicationsは、真の実践者のマーケティングとコミュニケーションの専門知識を提供する専門
的なコンサルティング会社であり、企業や組織がスポンサーシップやスポーツにおける表彰台のパフォーマンスを
模索するのに貢献しています。
弊社は、質の高い戦略的アドバイスや戦略の実行、スポンサーシップ／キャンペーン後の評価を含む、専門家によ
る全方位的なサービスを提供しています。評判も信頼性も高いTrueGoldのアソシエートネットワークは、2004年
アテネオリンピック以降の大規模スポーツイベントから培われた企業スポンサーシップや組織委員会レベル両方
での広範囲な経験を基にしています。私たちは企業理念を理解しており、権利の所有者であれ出資をするブランド
であれ、組織全体で魅力的な活性化プログラムを作り出すためにどうすればスポンサーシップを十分活用すること
ができるかを理解し、スポンサーシップの重要性を知っています。
弊社は、独特な立場で一流のマーケティング、PR、スポンサーシップに関するアドバイスをクライアントに提供します。
豊富な企業実績を持つとともに、技術を基盤としたスポーツのスポンサーシップと世界的なイベントに特に重点
を置いているため、クライアントに完全一体型のマーケティングソリューションを提供することができます。スポンサー
シップサービスは多岐にわたり、たとえば下記が挙げられます。
 • スポンサーシップ戦略とプログラム開発
 • スポンサーシップ権の監査と評価
 • 活性化計画の立案と予算管理
 • プログラム評価とROI評価
 • 企業と運営の広報計画立案（危機コミュニケーションを含む）
 • 新たな事業計画立案、営業実施可能性、クライアントの契約活性化

業務の進め方はそれぞれのクライアントの要求に応じて調整し、またいつでも確実に、一流のサービスを予算内で
期限を守って提供します。
グローバルスポーツイベントにおける実績:
当社は2010年バンクーバーオリンピック、2012年ロンドンオリンピック、2016年リオデジャネイロオリンピック、
2018年平昌オリンピック、2020年東京オリンピック、その他様々な大規模スポーツイベントの経験があります。
2012年ロンドンオリンピック・パラリンピック競技大会における実績:
共同設立者のマイケル・コールは、かつてBT Global Services で2012年ロンドンオリンピックのマーケティング・
広報ディレクターを務めました。マイケルは、BT Global Servicesが実施し大成功を収めた2012年ロンドンオリン
ピック・パラリンピックの世界的なマーケティングキャンペーンの活性化の責任者であり、また高い評価を受けたBT
による2012年ロンドンオリンピックの実行プログラム全体の運営・危機コミュニケーションの責任者でもありました。
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2 Braunston House, Tallow Rd., 
London TW8 8ET, UK

Len Olender
Director
+44 77 7155 3766
len@viandengroup.org

Viandengroup Ltd

レン・オレンダー率いるViandengroupは、ホスピタリティプログラムの策定・実施、スポンサーや大会開催都市に対
する知識の移転、国際大会に関わるサービスによる地域活性化などの分野でコンサルタント業務を展開しています。
グローバルスポーツイベントにおける実績:
レン・オレンダーはオリンピック10大会、コモンウェルス・ゲームズ5大会で経験があります。スポンサーに対するホ
スピタリティ計画作りと実施、公式チケットやパッケージセールス、活動拠点となるナショナルハウスなどの各国国
内オリンピック委員会への支援を提供しています。
そのほかには、FIFAワールドカップ、ラグビーワールドカップ、ウィンブルドン選手権などの経験があります。
2012年ロンドンオリンピック・パラリンピック競技大会における実績:
レン・オレンダーは2012年ロンドン大会で400人のチームを率い、以下のような様々なサービスを提供しまし
たた。サムソンやBT、BMW、デロイト、アグレコ、アデコ、IHG、エアウェーブ、ロンドン市長など企業に対するホ
スピタリティサービスの代行、コンサルティング。
23カ国の各国国内オリンピック委員会向け公式チケット再販。
オリンピック関連顧客の宿泊施設・輸送・スタッフ・レストラン・開催地・ツアーの手配、現地運営サービスなど。
2015年ラグビーワールドカップイングランド大会における実績:
英国からのパッケージツアーの販売、実施。
開催都市の業務やビジネスチャンスに関するコンサルティング。

The Wharf, Bugbrooke, 
Northamptonshire NN7 3QB, UK

www.unusual.co.uk

Mark Priestley
Project Director, Major Project
+44 16 0483 0083
mobile: +44 79 7199 1707
mark.priestley@unusual.co.uk

UNUSUAL RIGGING LTD

Unusual Riggingは、仕掛装置・技術のコンサルタントおよび設計事務所です。当社は、会場照明、PA（音響）、プロト
コル、映像、放送、セレモニーのニーズを満たすため、オーバーレイインフラストラクチャー分野の製作、設置、稼働を
行っています。さらに革新的なソリューションを必要とするその他の専門的な「一回限り」のプロジェクトにも対応して
います。
グローバルスポーツイベントにおける実績:
本拠地を英国に置いていますが、世界各地で活動しています。2012年ロンドン、2014年ソチ、2016年リオなど
のオリンピック、さらには2014年コモンウェルスゲームズ（グラスゴー）、2015年ヨーロッパ競技会（バクー）など
その他のメジャーなスポーツイベントに、仕掛装置・技術サービスを提供しています。各大会の組織委員会やホス
ト・ブロードキャスターに協力しています。
2012年ロンドンオリンピック・パラリンピック競技大会における実績:
ホスト・ブロードキャスターに、特殊カメラを設置するためのインフラストラクチャーを供給しました。
開会式および閉会式の仕掛装置一式をロンドンオリンピック・パラリンピック組織委員会（LOCOG）に供給し
ました。
旗、表彰式など、式典装置をLOCOGに供給しました。
2015年ラグビーワールドカップイングランド大会における実績:
式典の仕掛けのための装置を供給しました。
ライブサイトのスクリーンを設置しました。



43英国グローバルスポーツイベント企業ガイド

日本のビジネス・パートナー、販売代理店
WDSI Limited
〒 101-0044
東京都千代田区鍛冶町 1-5-3-501
泰成ビル株式会社内
石井俊成
03 3253 8718
nariishii@gmail.com

33 Bowling Green Lane, 
London EC1R 0BJ, UK

www.wilkinsoneyre.com

Michelle Lewis
Head of Communications
+44 20 7608 7900
m.lewis@wilkinsoneyre.com

WilkinsonEyre

WilkinsonEyreは国内外で賞を獲得したプロジェクトを実績に持つ世界をリードする建築事務所の一つです。
1983年の設立以来、多岐に渡る市場部門で大胆で美しく知的な建造物を建築し、実績を積み上げてきました。
私たちの業務は、情報に基づくテクノロジーとマテリアルの利用をベースとしており、新しいものを求める精神への献
身と背景への配慮を兼ね備えています。この手法を用い、当事務所は、広州国際金融センターとシンガポールのガー
デンズ・バイ・ザ・ベイの低温温室が、名誉あるRIBA（王立英国建築家協会）リュベトキン賞を受賞し、またゲーツ
ヘッド・ミレニアム橋とMagnaの建築についてはRIBAスターリング賞を受賞するなど数多くの賞を獲得しています。
グローバルスポーツイベントにおける実績:
WilkinsonEyreは、2016年リオデジャネイロオリンピックのオリンピック・パークのマスタープランの国際デザイン
コンペで勝ちぬいたAecomのチームの一員でした。マスタープランには、2016年リオデジャネイロオリンピックのオ
リンピック・パーク、移行プラン、2016年以降の最終レガシーモードという3つの段階が含まれています。
WilkinsonEyreはカリオカアリーナの計画設計を担当しました。カリオカアリーナは、オリンピック・パークの中で最
も大きな会場で、レガシーの定義に大きく貢献するとされている建物です。
カリオカアリーナは3つの独立したアリーナから成り、観客席は合わせて36,000席です。オリンピックのバスケット
ボール、柔道、テコンドー、レスリング、パラリンピックの車椅子バスケットボール、車椅子ラグビー、ボッチャ、シッティ
ングバレーボールの会場に予定されています。
革新的なデザインにより、最小限の調整でオリンピック終了後エリート・アスリート・トレーニング・センターへと転換
されます。
2012年ロンドンオリンピック・パラリンピック競技大会における実績:
2012年ロンドンオリンピックは、かつてないほど地球に優しかったと世間には認められ、弊社によるバスケットボー
ルアリーナのデザインは建築的な面からの融合に重要な役割を果たしました。課題だったのは、単に建設しやすく、
大会が終わればレガシーという観点から環境を壊さず利用できる一時的な建物を建てるというだけではなく、最も
人気のあるオリンピックイベントでの世界レベルのな競技会場を提供することでした。
2007年11月、SKM/WilkinsonEyre/KSSのデザインチームはアリーナの建設を任命され、オリンピック終了後
は建物内の材料と構成要素の3分の2を再利用またはリサイクルする方法を考案しました。大会期間中、アリーナは
12,000人を収容してバスケットボールやハンドボールの試合が行われ、パラリンピックでは収容人数を10,000人
に減らして車椅子バスケットボールやラグビーの試合会場となりました。

354 Omega Court, Cemetery Road,
Sheffield S11 8FT, UK

www.wdsiasia.com

Andy Coney
CEO
+44 84 5862 8680
Andy.coney@wdsiasia.com

WDSI Limited  

WDSiは高密度、広域独立ワイヤレスネットワークの設計やフルターンキーソリューションを専門に提供する会社で
す。公衆WiFiであれ企業WiFiであれ、モバイルソリューションであれ、弊社はスタジアム、娯楽・観光施設、小売店、
多国籍企業に対しネットワークを構築、運用します。顧客の要望がどのようなものであっても、弊社はその要望にあっ
たワイヤレスネットワークを管理されたサービスを提供します。また、IoT環境に求められるワイヤレス環境を設計か・
ら運用までのソリューションを提供します。
グローバルスポーツイベントにおける実績:
弊社は、主要な競技施設のワイヤレスに関する運用やファンエクスペリエンスWiFiを支援します。英国市場でのベン
ダーフリーの独立したワイヤレスネットワークデザインや運用において、弊社はパイオニアであり、すでにリバープー
ルFC, アーセナルFC,ウェンブリー、トゥイッケナムスタジアム、バスケットボールやクリケットの競技施設などと仕事
をしてまいりました。弊社の実績は豊富でかつ独特で、これらの顧客に高い信頼を寄せて頂いています。
2012年ロンドンオリンピック・パラリンピック競技大会における実績:
2012年ロンドンオリンピックでは英国の大手通信事業社のWi-Fiネットワーク運用支援の実績があります。
2015年ラグビーワールドカップイングランド大会における実績:
弊社はラグビー協会のワイヤレスネットワークサービスの運用パートナーで、2015年ラグビーW杯では期間中
９０万人以上が訪れたトゥイッケナムスタジアムのファンゾーンにサービスを提供する承認を組織委員会から得まし
た。そして、頑強なワイヤレスやケーブルのネットワークインフラを設計、構築、運用する支援を行い、このインフラに
より、来場したファンが利用するネットワークをはじめ１０の異なる運用ネットワークが提供されました。これにはホ
スピタリティ、セキュリティ、チケット発券、販売時点情報管理、非接触技術、デジタルルート検索、ファン向けアプリ
などが含まれます。このプロジェクトは大成功を収めたため、弊社は現在でも英国ラグビー協会のトイッケンナムスタ
ジアムでのすべてのイベントにサービスを提供しています。
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Zaun Limited

Wilson Owens Owens Limited   

Zaun Groupは、最高レベルの総合的な境界警備とイベント用オーバーレイシステムの供給業者です。英国や欧州
（大陸）、中東にある刑務所・水道・ガス・石油・電気・原子力に関連する常設施設から一回限りの大会まで、安全を
確保します。

Zaun Groupは、シングルソースの総合的なセキュリティ・ソリューションの設計・製造・設置でその実力を発揮、
国家レベルの重要なインフラ設備や高度なセキュリティが求められる現場で、物理的な対策と電子工学を駆使した
対策を組み合わせながら境界警備ソリューションを提供します。

総合ソリューションには、多種多様な英国政府やLPC SR規格のフェンス、ゲート、ボラードに加え、さまざまな電子
監視技術や検知システムがあります。いずれのソリューションも、セキュリティや資産保全の必要条件を満たすよう
取り組む現場のオペレーターをサポートし、リスクの軽減を実現します。

Zaun GroupにはBinns Fencing社、EyeLynx社、Zaun社、Zaun Middle East社があります。エンドユーザー
や大手業者、コンサルタント、認定された提携エキスパートとも緊密に連携をとり、総合的なセキュリティ・ソリュー
ションを提供しています。

グローバルスポーツイベントにおける実績:
2014年コモンウェルス・ゲームグラスゴー大会、NATOサミット、G8サミット、核安全保障サミット（ヘーグ）、
ビルダーバーグ会議、党大会
2012年ロンドンオリンピック・パラリンピック競技大会における実績:
仮設・常設を問わず高性能なセキュリティシステムのフェンス、電子フェンス、検知システム、ゲート、敵対的車両侵入
防止バリアをロンドン大会のほとんどの会場に納品。

WilsonOwensOwens（WOO）は2012年ロンドンオリンピックでデザインを指揮する役割を担ったデレク・ウィル
ソンとケヴィン・オーウェンスによって大会後に創設されました。WOOの設立者である2人には、スポーツやイベント
の建築物に関する25年以上の経験があります。
WOOのチームはスポーツやイベントの設計・実施における幅広い知識や専門技術を提供できます。建築家で構成さ
れる多分野にわたる設計チーム、都市計画立案者、インテリアデザイナー、元プロアスリートが集結しているWOOの
チームは唯一無二の集団です。
最近では、チームはイベントの指揮からオーバーレイ計画まで多岐にわたる設計委託に従事してきました。
グローバルスポーツイベントにおける実績:
2014年コモンウェルスゲームズ・グラスゴー大会：開催地最終決定アドバイザー、会場開発、オーバーレイマネージャー
ボストンの2024年オリンピック招致：主任設計アドバイザー
ローマの2024年オリンピック招致：全会場およびマスタープランの設計責任者
2014年～2016年BWFワールドスーパーシリーズファイナル（ドバイ）：オーバーレイ設計およびイベントプラニング
2016年～2017年PSAワールドシリーズファイナル（ドバイ）：会場設計およびオーバーレイ 
2007年ウエストインディーズクリケットW杯 
2000年シドニーオリンピック：会場設計およびオーバーレイ
2004年～2014年NFLスーパーボール：会場管理／オーバーレイ設計
2012年ロンドンオリンピック・パラリンピック競技大会における実績:
オリンピックパーク、全競技会場、非競技会場を含め、組織委員会（LOCOG）のためのデザインおよびオーバーレイの責任者
デレクとケヴィンは最初の招致提案書から閉会式の終了時間まで、ロンドンオリンピック・パラリンピックのデザイン
を主導しました。
2人は2012年ロンドン大会のデザイン戦略を作成し、その結果、英国はオリンピックのデザイン・建築物に関する明
確かつ簡潔な設計戦略を提示した最初の開催国となりました。
WOOチームはオリンピックパークから主要な非競技会場を含む34以上の個別会場に至るまで常設・仮設両方の
会場についてデザイン、調整、実施を主導しました。
2015年ラグビーワールドカップイングランド大会における実績:
RWCの全会場の専任建築家兼オーバーレイ設計者
WOOは2012年後半に2015年イングランドラグビーW杯から同イベントを開催するのに最適な会場の評価・審
査・推薦を行うよう任命されました。WOOチームはこのイベントの専任オーバーレイ設計者・建築家であったため、
全13カ所のメイン競技会場およびチーム拠点における完全自社による建築設計およびオーバーレイ業務を提供し
ました。
さらに、WOOは、全体的な外観戦略、観客体験、ラストマイル・会場アプローチの開発に携わりました。オーバーレイ
受託業者の調達を支援し、アリーナ社（RWC任命受託業者）の詳細設計図作成サービスを提供しました。
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ZIP-CLIP LTD 

Zip-Clipは、建築設備産業向けに耐震性に関する基準を満たしたワイヤサスペンションシステムを製造しています。
当社の製品は、地震直後にも電気・機械・冷暖房空調設備をサポートするよう設計され、当社のシステムはすべて、
UL規格（製品安全規格）に準拠して、英国内で製造されています。当社製品は、調達部品を減らし、現場が安全かつ
衛生的であるように、そして最も重要なこととして、事業工程を早めるように設計されています。Zip-Clipの製品は、
数多くの世界的建築家、MEP（機械・電気・配管）コンサルタントから世界的に評価を得ており、数多くのロンドンの
ランドマークやたくさんの世界各地の有名プロジェクトに取り入れられています。その一例が、ガーキンやザ・シャー
ド、ウェンブリー・スタジアム、アメリカ大使館をはじめとする数多くの庁舎、ロンドン証券取引所などその他多数、
ドーハのイスラム美術博物館、スキー・ドバイ、モール・オブ・ジ・エミレーツ(MOE)、ドバイのマーベルヒーローの
テーマパーク、ダラスのカウボーイズ・スタジアムです。これらはZip-Clipの供給したプロジェクトのほんの一部です
が、いずれの施設でも、すべてのMEP設備に算定サービスを提供すると同時に証明書を検証し、システムを安全に
使用できることを保証しています。
2012年ロンドンオリンピック・パラリンピック競技大会における実績:
2011年、弊社は主要なスタジアムや会場にさまざまなワイヤサスペンションを供給しました。現場の工程に遅れが生じてい
ましたが、弊社は請負業者にサスペンション・ソリューションを提供し、その結果、請負業者は当初の完成予定日を大きく遅ら
せずに済みました。工期中に90万メートル以上の弊社ワイヤを提供し、弊社システムを用いての負傷事故は一件も報告され
ていません。そのため、指定請負業者は元請業者の設定したKPI(主要業績評価指数)を満たすことができました。Zip-Clipは
日本市場にふさわしいMEP設備用のさまざまな耐震サポートシステムを提供します。
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